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Focus Systems1

 フォーカスシステムズについて  ABOUT FOCUS SYSTEMS

金融機関向けシステム
メガバンク向け顧客管理システ
ムの開発や新銀行の基盤構築

リスクコンサルティング
サイバー攻撃対応などから企業
の大切な情報を守る

電子行政システム
行政サービスの電子化に伴う
システムの開発

医療システム
診療を受けた時の診療報酬
の電算処理システム

自動車登録システム
車、バイク等の所有者や車検状
況を管理するシステムの開発

社会保険システム
全国の年金事務所をつなぐ
年金制度を支えるシステム

次世代移動通信
システム

ミドルウェアからドライバ
開発、通信制御まで携帯端
末に関するあらゆる開発
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Focus Systems 2

フォーカスシステムズの技術は、さまざまなシーンで社会を支えています。

貿易流通システム
輸出入に関する手続きを
処理するシステム

暗号技術
電子情報を漏洩や改ざんな
どのリスクから守るための
次世代暗号技術

航空管制システム
管制官が使用する、いわば「空
の信号機」システムの開発

RFIDシステム
ICタグをさまざまな物品に取り付
けて管理をするシステムの開発

福祉介護システム
福祉介護の必要な人がどん
な介護を受けているのかを
管理するシステムの開発
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Focus Systems3

平素は当社業務に格別のご支援を賜り、
厚く御礼申し上げます。
ここに当社第39期（平成26年4月1日から
平成27年3月31日）の営業のご報告をご高
覧願うにあたりまして、一言ご挨拶申し上げ
ます。

当事業年度におけるわが国経済は、政府
主導の経済政策や、日銀による金融緩和の
効果等から緩やかな回復基調が継続し、大
手企業を中心にベースアップ等、明るい話題
も聞かれたものの、消費税引き上げに伴う駆
け込み需要の反動減、円安による原材料コ
ストの増加懸念が払拭されることはなく、企業
の景況感が停滞する状況下で推移しました。
情報サービス業界におきましては、顧客の

情報システムに関する投資意欲は前年度か
らの回復傾向が継続し、価格競争は厳しい

当社は、昭和52年（1977年）に創業、平成８年（1996年）に株式の店頭
公開を行いましたが、事業規模の拡大にあわせ、投資家の方々への裾野を広
げるべく、平成27年5月25日、東京証券取引所JASDAQ（スタンダード）から、
市場第二部へ市場変更いたしました。
これもひとえに、株主の皆様、お取引先様をはじめ、多くの関係者の皆様の
温かいご支援の賜物と、心より感謝申し上げます。
今後も皆様のご期待にお応えできるよう、更なる企業価値の向上に努めてまい

ります。引き続き変わらぬご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

ものの堅調に推移しております。
このような状況の中、当社は、「公共関
連事業」・「民間関連事業」・「セキュリティ
機器関連事業」の3報告セグメントそれぞ
れで異なる事業環境・得意分野を念頭に、
組織間の連携強化、成長分野・商材・部
門への資源の優先投下、環境変化への対
応、そして人材育成と営業活動の強化を経
営戦略に掲げ、事業活動を推進しておりま
す。全体として計画を上回り順調に推移しま
したが、特に「公共関連事業」においては、
前年からの回復傾向が継続し、売上・利益
とも伸びました。その結果、増収増益という
結果で終えることができました。
今後とも企業価値の維持向上に努めてま

いります。
株主の皆様におかれましては、一層のご支

援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

「テクノロジーに、ハートを込めて。」

平成27年6月

代表取締役社長

おかげさまで、５月に東証第二部に市場変更いたしました。

株主の皆様へ  TO OUR SHAREHOLDERS
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Focus Systems 4

経営理念
	 「社員すべてが心と力を合わせ、企業の発展と成長を通じて、未来のより良い環境作りに貢献する。」
経営ビジョン
	 私たちは、以下の3つの責任を果たしていきます。
	 1. 個人責任　人間性と技術力を磨き、最高のサービスをお客様に提供します。
	 2. 企業責任　社員相互が信頼し合い、安心かつ働きがいのある会社を作ります。
	 3. 社会責任　お客様、投資家、株主様から信頼され、社会から必要とされる会社を作ります。

当期業績について
公共関連事業におきましては、①基盤設計、基盤構築、
方式設計の出来る人材の育成、②戦略的・経営的観点か
ら発出される新規事業・新規技術での顧客協業、③組織
横断的な成長分野への資源投入、④組織基盤の底上げ
のため、自らの後継者の育成に注力、⑤いわゆるマイナン
バー関連業務については、インフラ系からアプリケーション分
野への業務量のシフトを見据えた体制整備、⑥社会保障系
のプロジェクトにおける一層の利益率向上を目標に取組んで
まいりました。
民間関連事業におきましては、①人材の育成による企業
競争力の向上と顧客基盤づくり、②ERP関連事業、intra-
mart製品群関連事業や、セキュリティ関連製品等、各商
材への資源の投入、③組織横断的な連係による効率的・
有効的な組織作りを目標に取組んでまいりました。
また、セキュリティ機器関連事業におきましては、①一連
のサイバー・フォレンジック関連製品の、金融をはじめ大手
民間企業への展開、②フォレンジック技術者養成、調査解
析等、サービスビジネスの拡大、③専用サイトの開設等に
よるマーケティング、④新規開拓分野として、最適化技術、
介護・医療分野の事業化を目標に取組んでまいりました。
この結果、当事業年度業績は、売上高15,081百万円

（前事業年度比6.6％増）、営業利益940百万円（前事業
年度比5.9％増）、経常利益897百万円（前事業年度比5.6
％増）、当期純利益592百万円（前事業年度比30.1％増）
となりました。
今後の事業展開について
現政権の経済政策、日銀による金融政策効果もあり、足
元では景気回復への期待感が継続しております。一方、消
費税率引き上げ後の消費の回復、民間部門における設備
投資の回復傾向も力強さ・底堅さには欠け、国内経済は依

然として先行き不透明な状況が続くと予想されます。情報サ
ービス産業におきましては、企業業績の動向と景況感に左
右されますが、企業のIT投資の継続が期待される一方で、
若手人材獲得競争の激化に備えていく必要があります。
このような状況のもと、当社では予見されるビジネスチャン
スをより確実なものとするため、企業力の向上に努めてまい
ります。
具体的には、需要が潤沢であるインフラビジネスにおけ

る「技術者の育成」、ノウハウの蓄積にも繋がる運用系業
務では「シェアの拡大」、業務アプリケーションでは「専門
技術への取組みによる対応領域の拡大」を行っております。
また、大阪と名古屋での技術者連携による名古屋地区での
業務拡大にも取組んでまいります。
通期の業績としまして、売上高15,300百万円、営業利益
950百万円、経常利益920百万円、当期純利益600百万円
を見込んでおります。
株主様へのメッセージ
創業38年目を迎えた第39期は、過去最高の収益を達成
することができました。また、本年5月、東証第二部への市
場変更を行うことができました。これもひとえに株主の皆様を
はじめ、関係各位のご支援の賜物と感謝申し上げます。
当期の期末配当金は、ご支援いただきました株主様への
感謝の意を表し、普通配当金10円に特別配当金15円を加
えて25円といたしました。
次期（平成28年3月期）の配当金につきましては、当期

と同じく1株当たり25円を予定しております。
会社はオーケストラ。経営者は指揮者。そしてお客様、
株主様をはじめ、当社を応援していただいている皆様から
“ブラボー”の声をいただけるよう、役職員一丸となり邁進して
まいります。
株主の皆様のなお一層のご支援、ご協力をお願い申し上
げます。
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Focus Systems5

 ３つの事業領域  BUSINESS FIELDS

私たちフォーカスシステムズは、お客様にトータルソリュー
ションをご提供する“総合情報サービス企業”です。
健全な IT 社会の実現のため、最先端のテクノロジーを取
り入れながら、常に新しいソリューションの創造に努めて
います。

日本IBM様を始めとし、CTC様、沖電気様、ソフトバンク様
などとのパートナーシップの下、さまざまな民間企業向けのシス
テム開発を行っています。それぞれ特徴を持った複数の事業部体
制により、お客様のニーズにお応えしています。

● 業務アプリケーション開発
さまざまな業種に向けた、Webアプリケーション、Ｃ／Ｓア

プリケーションや、intra－mart、ERPなどのグループウェアを
使った業務アプリケーション開発を行っています。

また、大阪、名古屋圏における事業基盤の拡大も進めています。

● 通信制御
次世代通信網『NGN』を構成する各種通信装置や、携帯電話

の基地局、インターネットの核であるルータやゲートウェイな
ど、さまざまな通信制御装置のファームウェア開発を行っていま
す。また、スマートデバイスの開発においては、ミドルウェアや
ドライバ通信制御などの開発に強みを持っています。

● インフラ設計・構築
進化の速いオープン系システムにおいて、ハードウェア周り・

ネットワーク・OS・ミドルウェアなど、最先端技術を駆使した
インフラの設計・構築を行っています。

● 技術支援サポート
ハードウェア環境、ネットワーク、OS、ミドルウェアの問題

解決や、パフォーマンス向上の支援などを技術者に対して行うこ
とにより、先端技術を必要とするお客様環境の構築を支えていま
す。ヘルプデスクを設置しての電話による技術サポート、技術力
提供による運用システムの開発サポートも行っています。

● 運用サポート
ソフトウェアにおける「業務上の問題解決」や「顧客要求」の実現、

およびハードウェアを含めた障害発生時の復旧対応を行います。

官公庁関連システムなど社会を支える公共システム分野に数多
くの実績を有するのが当社の特徴のひとつ。30年にわたるNTT
データグループ様とのパートナーシップの下、さまざまな官公庁
関連のシステム開発に携わっています。

● 公共システム
官公庁会計システム、年金システム、労働保険・社会保険シス

テム、医療保険システム、貿易流通システム、航空・交通管制シ
ステムなど、高い信頼性、そして深い業務理解が求められるシス
テムを数多く手掛けています。関係する省庁も、厚生労働省、国
土交通省、財務省、防衛省など、多岐にわたっています。

直接目には見えないかもしれませんが、私たちの生活の基盤を
支えています。

大規模かつ長期的なプロジェクトが多いことが特徴です。法律
改正や技術の進歩に伴ってシステムは作り替えられるため、安定
基盤として長く経営を支えています。

● 金融システム
新しい事業基盤とするべく注力しているのが、金融分野です。

公共システムでのプロジェクトの経験を通じて蓄積したノウハウ
が、金融分野においても、生命保険、損害保険、信託、証券、政
府系金融システム、クレジット等の多岐にわたる業務システムに
おいて、安定した取引確立に貢献しています。

共関連事業公

間関連事業民
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Focus Systems 6

電子透かしによる不正利用の防止、暗号による情報の秘匿、そ
れでも問題が発生した場合のデジタル・フォレンジックによるイ
ンシデントレスポンス（事後対応）。フォーカスシステムズは、
さまざまなアプローチでビジネスにおけるセキュリティ対策を支
援していきます。

● 電子透かし
デジタル画像の不正利用、著作権違反。電子透かしはコンテンツ

に目に見えない情報を埋め込むことでこれらの問題を解決します。

● 暗号技術
モバイル端末で、パソコンで、レンタルで、店頭のレジで、利

便性の高いC4暗号はデジタル社会の身近なシーンで活用されて
います。

● リスクコンサルティング
この分野では主に３つのカテゴリーにおいて製品やサービスを

ご提供し、顧客の幅広いニーズにお応えしてきました。１つ目は
コンピュータやスマートフォンなどを解析するデジタルフォレン
ジック、２つ目はコンピュータやネットワークへの攻撃で発生す
る被害を未然に防いだり、万が一被害が起きてしまった際に事後
対応を行うサイバー攻撃対応、３つ目は米国訴訟に巻き込まれる
お客様向けのeDiscovery（電子情報開示）です。

特に近年、あらゆる組織がサイバー攻撃対応に頭を悩ませてお
り、組織内にコンピュータ緊急対応チームを立ち上げ始めてきま
した。

当社はフォレンジックで培った知識・技術と顧客基盤を活か
し、悪意あるプログラム“マルウェア”の解析を含むサイバー攻
撃対応のビジネスに力を入れています。

● システム開発用ライブラリ

acuagraphy（アクアグラフィー）は、
画像、音声、動画に対応し、
デジタルコンテンツの課題を解決します。

● 不正利用や流出の抑止効果が得られます。
● 巡回監視で不正利用の監視と発見をします。
● 不正利用発見時に著作権の証明ができます。

● Windowsアプリケーション

● デジタルデータ解析の適用事例

FIPS 140-2 認定ライブラリ

トータルセキュリティのご提案

電子透かし

暗　号

デジタルデータ解析

デジタルフォレンジック

サイバー攻撃対応

eDiscovery

情報漏洩 不正調査

不正アクセス マルウェア

特許訴訟 カルテル

AES

キュリティ機器関連事業セ
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Focus Systems7

Web マガジンのご紹介  WEB MAGAZINE

ワンランク上のマネジメントを実現する、
経営のエッセンスが詰まったウエブマガジ
ン。タイトルは「人跡森踏」。人跡未踏の一
流マネジメントを探り、未来の企業作りを探
求します。

著名な経営者との対談や、ユニークな企業
の訪問取材を通して、皆様への情報発信だけ
ではなく、われわれ自身も勉強しビジネスの
ヒントをつかむ企画です。

マネジメントと人に対し誠実に取り組み、
常に向上を続ける姿勢を発信いたします。

■ コーポレートサイトトップ画面 ■ ウェブマガジン「人跡森踏」トップ画面

https://www.focus-s.com/focus-s/magazine/

http://www.focus-s.com/

①

② ③
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Focus Systems 8

ぜひ、
Webサイトへ
アクセスを。

「人が企業をつくる。」
社長の森が対談を通じて、数々のマネジメントのプロフェッショナルであるビジネスパー

ソンから経営に役立つエッセンスを引き出し、自らの糧とするとともに読者の皆様に提供い
たします。

最近ご登場いただいた方は、逆境をパワーに「脱・産廃屋」で永続企業を目指す石坂産業・
石坂典子社長、社員数は28人が上限！日本一楽しい会社を目指す中里スプリング・中里良
一社長、本業と平行してロケットや人工衛星の宇宙開発の夢を追う植松電機・植松努専務。

ご登場いただいた経営者の方々のユニークな経営哲学をお楽しみください。

① いま、あの人に訊きたい

たとえ小さくても個性的な事業を営む企業、将来有望な事業を展開する企業など、今、注
目・話題の企業を取材・紹介する企画。

ガチャガチャ業界で新風を巻き起こしているあの会社、インターネット生放送を活用した
あの動画学習サービス会社、こだわりのあるおしゃれな物件を紹介するあの不動産サイト運
営会社、パンの缶詰で社会貢献をするあの会社、ミドリムシビジネスで大注目のあの会社。
こんな面白いことをやっている企業があるんだ、と感じていただけたらうれしいです。

② 未来企業探訪

弊社が、情報セキュリティの分野で力を入れている技術「デジタル・フォレンジック」。
フォレンジックの技術を駆使するフォレンジック刑事(デカ)と部下のフォーカス君。個人

情報流出、マルウェアなどのデジタル犯罪事件を爽快に解決する物語を、面白おかしくマン
ガで提供いたします。

楽にご覧ください。フォレンジック技術の一端をご理解いただけます。

③ フォレンジック刑事
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Focus Systems9

第35期
平成23年３月期

第36期
平成24年３月期

第37期
平成25年３月期

第38期
平成26年３月期

第39期（当期）
平成27年３月期

売上高 （百万円） 11,401 11,909 12,353 14,146 15,081

経常利益または経常損失（△） （百万円） 145 △58 416 849 897

当期純利益 （百万円） 86 151 241 455 592

総資産 （百万円） 10,129 13,208 11,195 11,837 14,340

株主資本 （百万円） 4,503 4,139 4,035 4,386 4,841

１株当たり当期純利益 （円） 10.20 19.52 34.03 65.81 85.61

（注）	株主資本は、資本金、資本剰余金、利益剰余金及び自己株式を含んでおります。
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顧客名 第39期（当期）平成27年3月期
売上高（百万円）

NTTデータ関連 5,699
日本IBM関連 2,848
CTC関連 775
沖電気関連 525
ソフトバンク関連 443
その他 4,788
合計 15,081

合計

15,081
百万円

合計

15,081
百万円

公共関連事業

35.6%

NTTデータ関連

37.8%

民間関連事業

57.3%

ソフトバンク関連

2.9%

セキュリティ機器
関連事業

7.1%

沖電気関連

3.5%
CTC関連

5.1%

その他

31.8%

日本IBM関連

18.9%

セグメント別 第39期（当期）平成27年3月期
売上高（百万円）

公共関連事業 5,372
民間関連事業 8,633
セキュリティ機器関連事業 1,075
合計 15,081

セグメント別売上高構成比 主要顧客別売上高構成比

最終ユーザー毎に「公共関連事業」「民間関連事業」と主にセ
キュリティ製品の販売を行う「セキュリティ機器関連事業」の3
事業を報告セグメントとしています。
各セグメントとも、順調に推移し、昨年実績ならびに計画値

を上回ることができました。特に公共関連事業は、前年からの回
復傾向が継続し、売上・利益とも大きく伸びました。

公共関連事業におきましては、NTTデータ様およびその関連
企業様が、民間関連事業におきましては、日本IBM様、CTC様、
沖電気様、ソフトバンク様およびその関連企業様が、主要顧客
となります。セキュリティ機器関連事業におきましては、官公庁、
自治体様が主要顧客となります。

電子透かし製品の販売を共同で推進
平成26年6月、三菱電機インフォメーションシステムズ株式会社と当社は、電子透かし製品の販売を共同で推進することで合

意しました。
デジタルコンテンツの不正な流出・使用への対策として、目視では識別できない情報をコンテンツに埋め込む電子透かし技術
の利用が拡大しています。その対象は静止画から動画、音声と広がり、また動画であっても高精細な放送用やインターネット配
信用など電子透かしに要求される技術も多様化しています。

一方で、デジタルコンテンツ関連業界では、放送事業者がインターネットによるサービスに進出するなど、一つのコンテンツを複数の媒体で展
開する「ワンソース・マルチユース」の動きが加速しています。
こうした動向に対応する今回の両社の協業により、デジタルコンテンツ流通・販売事業者の多様なコンテンツに関する電子透かし導入の要求に

対して、一貫した製品提供及び技術サポートを提供することが可能になります。

トピックス
TOPICS
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財務諸表  FINANCIAL STATEMENT

株主資本等変動計算書（平成26年４月１日から平成27年３月31日まで）� （単位：百万円、単位未満切り捨て）

貸借対照表（要約）� （単位：百万円、単位未満切り捨て）

科　目

株主資本 評価・換算
差額等

純資産合計
資本金

資本剰余金 利益剰余金
自己株式 株主資本

合計

その他有価
証券評価
差額金資本準備金 その他

資本剰余金
資本剰余金

合計
その他利益剰余金
繰越利益剰余金

当期首残高 2,905 749 718 1,468 719 △706 4,386 642 5,029
当期変動額
　剰余金の配当 △138 △138 △138
　当期純利益 592 592 592
　自己株式の取得 △0 △0 △0
　株主資本以外の項目の
　当期変動額（純額） 1,285 1,285

当期変動額合計 － － － － 454 △0 454 1,285 1,739
当期末残高 2,905 749 718 1,468 1,173 △706 4,841 1,928 6,769

当事業年度
平成27年３月31日現在

前事業年度
平成26年３月31日現在

資産の部
流動資産 6,897 6,428
固定資産 7,443 5,408
資産合計 14,340 11,837
負債の部
流動負債 4,141 4,102
固定負債 3,429 2,705
負債合計 7,571 6,807
純資産の部
株主資本 4,841 4,386
評価・換算差額等 1,928 642
純資産合計 6,769 5,029
負債純資産合計 14,340 11,837

1

2

3

POINT

前事業年度末に比較し2,503百万円増加しました。
これは主に投資有価証券の増加1,851百万円、現金預金の増加246
百万円、売掛金の増加244百万円によるものです。

1 資産合計

前事業年度末に比較し764百万円増加しました。
これは主に長期借入金の減少496百万円があった一方で、社債の増
加641百万円、繰延税金負債の増加566百万円によるものです。

2 負債合計

前事業年度末に比較し1,739百万円増加しました。
これは主にその他有価証券評価差額金の増加1,285百万円、繰越利
益剰余金の増加454百万円によるものです。

3 純資産合計
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科　目
当事業年度

平成26年4月 1 日から
平成27年3月31日まで

前事業年度
平成25年4月 1 日から
平成26年3月31日まで

売上高 15,081 14,146

売上原価 12,976 12,181

売上総利益 2,104 1,965

販売費及び一般管理費 1,164 1,077

営業利益 940 887

営業外収益 49 54

営業外費用 92 92

経常利益 897 849

特別利益 22 －

特別損失 10 3

税引前当期純利益 908 846

法人税等 316 390

当期純利益 592 455

損益計算書（要約）� （単位：百万円、単位未満切り捨て）

1

2

3

POINT

当事業年度における現金及び現金同等物は、長期借入金の返済による支
出1,425百万円などがあった一方で、税引前当期純利益908百万円、社
債の発行による収入982百万円、長期借入れによる収入750百万円など
により、前事業年度末に比較して196百万円増加し、3,106百万円とな
りました。

1 現金及び現金同等物の期末残高

POINT

前事業年度に比べ935百万円増加しました。
公共関連事業が703百万円、民間関連事業が193百万円、セキュリティ
機器関連事業が38百万円と、全てのセグメントで売上高が増加しました。
売上原価は795百万円増加し、売上総利益は139百万円増加しました。

1 売上高

売上高の増加に伴い、営業利益は前事業年度に比べ52百万円の増加とな
りました。

2 営業利益

当期純利益は592百万円となり、前事業年度に比べ137百万円の増加と
なりました。

3 当期純利益

科　目
当事業年度

平成26年4月 1 日から
平成27年3月31日まで

前事業年度
平成25年4月 1 日から
平成26年3月31日まで

営業活動によるキャッシュ・フロー 567 667

投資活動によるキャッシュ・フロー △334 △119

財務活動によるキャッシュ・フロー △36 △32

現金及び現金同等物の増減額 196 514

現金及び現金同等物の期首残高 2,910 2,395

現金及び現金同等物の期末残高 3,106 2,910

キャッシュ・フロー計算書（要約）�（単位：百万円、単位未満切り捨て）

1

010_0717201302706.indd   12 2015/06/06   19:05:56



Focus Systems13

会社概要 役員（平成27年3月31日現在） （平成27年6月26日現在）

（注）※山口寿彦氏は社外取締役、中村清司、杉山昌宏両氏は社外監査役であ
ります。

代 表 取 締 役 社 長 森　　　啓　一

代表取締役副社長 三　浦　宏　介

専 務 取 締 役 畑　山　芳　文

常 務 取 締 役 室　井　　　誠

取 締 役 後　藤　　　亮

取 締 役 山 口 寿 彦※

常 勤 監 査 役 坂　主　淳　一

常 勤 監 査 役 池　野　清　昭

監 　 査 　 役 中 村 清 司※

監 　 査 　 役 杉 山 昌 宏※

社　　　名 株式会社フォーカスシステムズ

本　　　社 〒141-0022

東京都品川区東五反田二丁目7番8号
フォーカス五反田ビル 

TEL.03-5421-7777（代）
FAX.03-5421-3201

設　　　立 昭和52年4月1日

資　本　金 29億円

売　上　高 150億円

従 業 員 数 962名

グループの状況

製品仕入

得意先

株式会社フォーカスシステムズ（当社）

受注 納品

関連会社
株式会社イノス（20.00％）ソフトウェア開発

受
注

納
品

公共関連部門 民間関連部門 セキュリティ機器関連部門

（注）（　）内は出資比率。

本社ビル

会社の概況  CORPORATE OVERVIEW
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株式の状況

大株主（上位 10名）

所有者別・株主分布状況（自己株式を除く）

（平成27年3月31日現在）

（平成27年3月31日現在）

（注）当社は自己株式 1,223,135株を保有しておりますが、上記大株主から除外
しております。
また、持株比率は自己株式を控除して計算しております。

発行可能株式総数 36,000,000株

発行済株式の総数 8,146,471株

株主総数  3,303名

株主名 持株数（株） 持株比率（％）
東　光博 541,200 7.81
株式会社 UBIC 450,000 6.50
フォーカスシステムズ社員持株会 341,900 4.93
柿木　龍彦 301,000 4.34
畑山　芳文 293,000 4.23
第一生命保険株式会社 250,000 3.61
石橋　雅敏 174,100 2.51
株式会社三井住友銀行 170,000 2.45
みずほ信託銀行株式会社 135,000 1.95
森　啓一 116,800 1.68

■ 個人・その他 
 4,677,216株（67.56％） 3,211名
■ 金融機関
 896,800株（12.95％） 9名
■ その他国内法人
 1,011,500株（14.61％） 36名 

■ 外国法人・個人
 69,300株（1.00％） 16名 

■ 証券会社
 267,520株（3.87％） 29名
■ 政府及び地方公共団体
 1,000株（0.01％） 1名

■ アンケートにご協力ください
今後のIR活動に活用させていただきたいと存じますので、株主の皆さまのお声をお聞か
せいただけましたら幸いです。

Q₁ 当社の株式の購入に際しての情報源は主として次のうちのどこからでしたか?
□ 証券会社店頭   □ 証券営業マン   □ 新聞・雑誌の記事   □ 広告
□ 四季報   □ 日経会社情報   □ ホームページ
□ その他（	 ）

Q₂ 当社の株式を購入された理由は何でしょうか? （複数可）
□ 収益性   □ 経営理念   □ 事業内容   □ 財務内容   □ 株価の割安感   
□ 証券会社に勧められて   □ 配当   □ 技術力   □ 安定性   □ 将来性   
□ その他（	 ）

Q₃ 当社株式に対する今後の方針として最も近いものをひとつお選び下さい。
□ 売却   □ 短期保有（１年未満）   □ 長期保有   □ 買い増し   
□ その他（	 ）

Q₄ 第39期報告書で興味を持った記事はどれでしょうか? （複数可）
□ フォーカスシステムズについて   □ 東証第二部への市場変更（株主の皆様へ）
□ 株主の皆様へ   □ 3つの事業領域   □ Webマガジンのご紹介   
□ 決算ハイライト・財務諸表   □ 会社の概況・株式情報

Q₅ 当社に対しては、どのような企業イメージをお持ちですか？

［ ］

※ご記入いただいた個人情報は、個人を特定しない IR 統計資料作成の目的のみで使用させていただきます。

株主の皆さまへアンケートご協力のお願い

●ご意見・ご感想をお聞かせ下さい。

〈キリトリ〉

〈
キ
リ
ト
リ
〉

ご協力ありがとうございました。

株式情報  STOCK INFORMATION
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当社ホームページでは決算短
信などのIR情報や、当社事業
や製品・サービスなどさまざ
まな情報を発信しております。

http://www.focus-s.com/

株式会社 フォーカスシステムズ
東京都品川区東五反田二丁目７番８号フォーカス五反田ビル

株主メモ
証 券 会 社 等 に
口 座 を お 持 ち の 場 合

証券会社等に口座をお持ちでない場合
（特別口座の場合）

郵 送 物
送 付 先

お取引の
証券会社等になります。

〒168-8507
東京都杉並区和泉2-8-4
みずほ信託銀行　証券代行部

電 話 お 問
合 せ 先

フリーダイヤル　0120-288-324
（土・日・祝日を除く

9：00～17：00）

各 種 手 続
お 取 扱 店
（ 住 所 変 更、
株主配当金
受取り方法
の変更等）

みずほ証券
本店、全国各支店および営業所
プラネットブース（みずほ銀
行内の店舗）でもお取扱いた
します。
みずほ信託銀行
本店および全国各支店
※ トラストラウンジではお取り扱いできませ
んのでご了承ください。

未払配当金
の お 支 払

みずほ信託銀行およびみずほ銀行の本店および全国各支店
（みずほ証券では取次のみとなります）

ご 注 意

支払明細発行については、
右の「特別口座の場合」の
郵便物送付先・電話お問合
せ先・各種手続お取扱店を
ご利用ください。

特別口座では、単元未満株式の買
取・買増以外の株式売買はできませ
ん。証券会社等に口座を開設し、株
式の振替手続を行っていただく必要
があります。

大崎局承認

8277

料金受取人払郵便

郵 便 は が き

差出有効期間
平成27年9月30日

（切手不要）

1 4 1 8 7 9 0
110

（受取人）

東京都品川区東五反田 2－ 7－ 8
フォーカス五反田ビル

株式会社 フォーカスシステムズ
IR・広報室　行

※ご記入いただいた個人情報は、個人を特定しない IR 統計資料作成の目的のみで使用させていただきます。

アンケートへのご協力をお願い申し上げます。

性 別：	□ 男   □ 女

年 齢：	□ 20歳未満   □ 20代   □ 30代   □ 40代   □ 50代   
 	 □ 60代   □ 70代以上

ご 職 業：	□ 会社員   □ 会社役員   □ 専門職（医師・弁護士等）  □ 自営業
 	 □ 公務員   □ 主婦   □ 学生   □ 無職   □ その他

保有株式数：	□ 500 株未満   □ 500 ～ 1,000 株未満 
 	 □ 1,000 ～ 5,000 株未満   □ 5,000 株以上

保有期間：	□ 1 年未満   □ 1 年以上   □ 3 年以上   □ 5 年以上
 	 □ 10 年以上

〈キリトリ〉

〈
キ
リ
ト
リ
〉

事 業 年 度 毎年4月1日から翌年の3月31日まで
定 時 株 主 総 会 6月
基 準 日 3月31日
配当金受領株主確定日 3月31日
株 主 名 簿 管 理 人 東京都中央区八重洲一丁目2番1号

みずほ信託銀行株式会社

単 元 株 式 数 100株
公 告 方 法 電子公告とする。

ホームページをご覧ください。
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